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島
根
大
学
の
活
動
報
告

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
招
へ
い

建
築
デ
ザ
イ
ン
等
で
研
究
交
流

２
０
２
３
年
10
月
23
日
か
ら
29
日
の
間
、
島
根
大

学
総
合
理
工
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
グ
エ
ン
ト

ラ
ン
・
イ
エ
ン
カ
ン
助
教
の
も
と
、
マ
ハ
サ
ラ
カ
ム

大
学
（
タ
イ
）
か
ら
５
名
（
学
生
４
名
、
教
員
１

名
）
、
と
ダ
ラ
ッ
ト
ヤ
ー
シ
ン
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）

か
ら
７
名
（
学
生
４
名
、
教
員
３
名
）
を
招
へ
い
し
、

１
週
間
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
島
根
大
学
建
築
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
お
よ
び
教
員
と
招
へ
い
者
ら
が

学
術
交
流
を
行
い
、
共
に
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
（Building	Inform

ation	M
odelling

）
を
実

行
す
る
こ
と
で
、
環
境
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

島
根
大
学
内
に
あ
る
建
物
を
利
用
し
、
現
地
調
査

や
環
境
調
査
、
計
測
を
行
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
半

の
５
日
間
は
、
講
義
と
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
間
の
自
由

な
討
論
と
、
２
つ
の
設
計
オ
プ
シ
ョ
ン
を
準
備
し
た
。

後
半
で
は
、
学
生
た
ち
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
使
用
し
て
設
計
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
光
と
音
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
設
計
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
ス
ト
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
実
際

の
現
場
状
況
や
環
境
影
響
の
変
動
を
考
慮
し
て
構
築

す
る
こ
と
は
、
学
生
が
解
決
策
を
導
き
出
し
て
そ
の

結
果
に
対
応
し
て
提
案
を
建
物
の
外
装
の
最
適
な
性

能
に
適
応
さ
せ
る
と
い
う
、
最
も
難
し
い
課
題
で
あ

る
。
各
チ
ー
ム
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
終
日
に
設

計
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
側
面
や
建
物
環
境
へ
の
影
響

を
調
べ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
た
か
を
共
有

し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
課
題
に
な
っ
た
の
は
、

異
な
る
国
の
学
生
が
集
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ

と
で
あ
る
。
言
語
の
壁
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
ス

キ
ル
や
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
の
背
景
の
違
う
者
同
志

が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ

と
は
通
常
の
大
学
の
教
育
課
程
と
は
異
な
る
こ
と
で

あ
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
講
師
は
い
く

つ
か
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
活
動
を
設
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
生
が
他
の
メ
ン
バ
ー
を
知
り
、
討
論
の
た

め
の
共
通
の
基
盤
を
見
つ
け
る
十
分
な
時
間
を
与
え

る
必
要
が
あ
る
。
教
員
お
よ
び
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト

は
常
に
英
語
と
共
通
の
デ
ザ
イ
ン
知
識
を
使
用
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
た
。
集
中
し
て
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
直
面
し
た
課
題
を
乗

り
越
え
、
学
生
た
ち
は
優
れ
た
成
果
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
。

学
術
交
流
以
外
の
活
動
と
し
て
、
松
江
の
歴
史
的

な
名
所
で
あ
る
松
江
城
や
日
本
庭
園
「
由
志
園
」
な

ど
を
訪
れ
て
、
日
本
文
化
を
体
験
し
た
。
日
本
の
秋

を
十
分
に
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
島
根

大
学
の
学
生
と
日
常
生
活
を
体
験
で
き
た
こ
と
は
、

招
へ
い
者
ら
に
と
っ
て
大
変
魅
力
的
な
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
日
本
の
高
等
教
育
に
対

す
る
関
心
を
高
め
た
こ
と
と
思
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
前
に
は
、
参
加
す
る
各
大
学
の

専
門
性
を
生
か
し
て
、
集
中
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内

容
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
教
員
間
で
会
議
を
開
催

し
た
。
マ
ハ
サ
ラ
カ
ム
大
学
の
学
生
は
デ
ザ
イ
ン
ス

タ
ジ
オ
で
日
常
的
に
使
用
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
実
装
に
お
い
て
優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

持
っ
て
い
る
。
ダ
ラ
ッ
ト
ヤ
ー
シ
ン
大
学
は
、
デ
ザ

イ
ン
を
建
物
に
具
体
化
し
、
地
元
の
素
材
と
職
人
技

術
の
利
用
を
促
進
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
384
回

＝
特
別
連
載
＝

グエントラン・イエンカン
（島根大学
総合理工学部助教）
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プ
で
有
名
で
あ
る
。
一
方
、
島
根
大
学
は
環
境
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

調
査
、
測
定
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
地
方
大

学
で
は
ま
だ
広
く
普
及
し
て
い
な
い
。
島
根
大
学
で

実
施
し
た
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

建
築
デ
ザ
イ
ン
へ
の
教
育
的
な
貢
献
は
新
た
な
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
で
、
持
続
可
能
な
開
発
と
環
境
保
護

を
意
識
し
た
建
築
環
境
の
改
修
に
向
け
た
先
進
的
な

人
材
の
準
備
に
向
け
た
一
歩
で
あ
る
。
私
た
ち
は
科

学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
支
援
を
感
謝
し
て

い
る
。
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活

動
が
今
後
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◉
今
後
の
展
望

２
０
２
３
年
10
月
に
実
施
し
た
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
知
識
循
環
の
促
進
へ
効
果

を
も
た
ら
し
、
他
大
学
の
学
生
や
講
師
が
異
文
化
交

流
を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
日
本
人
の
学
生
は
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
苦
手
意
識
の
あ
っ

た
英
会
話
に
自
信
が
つ
い
た
」
と
話
し
て
お
り
、
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、

英
語
の
論
文
や
学
習
に
対
し
て
も
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
卒
業
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
る

別
の
学
生
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
践
し
た
結
果
、
自
分
の
作
品
が
格
段
に
良
く
な
っ

た
と
話
し
て
い
る
。
彼
は
次
回
の
最
優
秀
卒
業
賞
に

選
出
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
、
こ
の
成

功
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
国
際
的
な
視
野
を
得
た
お
か

げ
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
参
加
者
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（
世
界
で
活

躍
す
る
人
材
に
共

通
す
る
思
考
様
式

や
行
動
）
」
を
身

に
着
け
、
さ
ら
に

高
度
な
研
究
に
対

す
る
心
構
え
が
で

き
た
ほ
か
、
彼
ら

の
友
人
も
ま
た
こ

の
活
動
の
受
益
者

と
な
り
、
将
来
の

国
際
イ
ベ
ン
ト
や

留
学
に
参
加
し
た

い
と
話
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

異
文
化
理
解
を
促

進
し
、
個
人
の
成

長
を
助
け
る
う
え

で
成
功
を
収
め
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
後
も
国
際
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
拡
大
及
び
国

際
交
流
の
促
進
に

取
り
組
む
と
と
も

に
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
継
続
し
て
実

施
し
、
海
外
の
大

学
と
の
関
係
を
強

化
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
そ
の
一
環

と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
と
国

際
的
な
協
力
と

個
々
の
成
長
の
進

展
を
加
速
さ
せ
る

重
要
な
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

デザインオプションと日光シミュレー
ションのパフォーマンスの最終発表

松江城へのフィールドトリップ

島根大学の施設を訪ね、現地調査を行った

音の実験やシミュレーションのクラスへ参加




